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短
歌
と
出
会
え
る
街
の
拠
点
、
塩
尻

短
歌
館
は
塩
尻
市
立
広
丘
小
学
校
の
南

に
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
建
物
は
、
大
門
の
柳
沢
家
か
ら

塩
尻
市
へ
寄
贈
さ
れ
た
こ
の
地
方
独
特

の
本
棟
造
の
建
物
で
、
そ
れ
を
移
築
し
、

一
部
改
造
し
、
平
成
4
年
に
開
設
し
ま

し
た
。
平
成
21
年
4
月
に
は
国
の
登
録

有
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
館
内
で
は
、
塩
尻
ゆ
か
り
の
歌
人
た

ち
の
足
跡
を
た
ど
る
資
料
を
展
示
し
て

い
ま
す
。

　
短
歌
館
の
裏
の
松
林
の
中
に
は
歌
碑

公
園
が
あ
り
、
7
名
の
塩
尻
ゆ
か
り
の

歌
人
の
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
も
一
度
、
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

　
9
月
26
日
・
27
日
の
2
日
間
、「
全
国

短
歌
フ
ォ
ー
ラ
ム
i
n
塩
尻
」
も
今
年

で
29
回
を
数
え
、
短
歌
に
出
会
え
る
ま

ち
と
し
て
、
全
国
か
ら
老
若
男
女
を
問

わ
ず
、
多
く
の
参
加
者
が
塩
尻
を
訪
れ

ま
す
。

命
ひ
と
つ
露
に
ま
み
れ
て
野
を
ぞ
ゆ
く

　
は
て
な
き
も
の
を
追
ふ
が
ご
と
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
田
水
穂
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去
る
、
5
月
27
日
（
水
）
塩
尻
総
合

文
化
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
公
益
社
団
法

人
塩
尻
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
、

第
五
回
定
時
総
会
が
出
席
者
1
3
1
名
、

委
任
状
4
7
2
名
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

始
め
に
田
部
理
事
長
の
あ
い
さ
つ
が

あ
り
、
平
成
26
年
度
の
契
約
金
額
が

前
年
度
を
上
回
る
3
億
5
千
3
百
万
円

と
な
り
前
年
比
1
0
7
.
6
％
と
好
結

果
と
な
っ
た
事
と
、
事
故
件
数
が
7
件

（
傷
害
4
件
、
賠
償
2
件
）
発
生
し
、

前
年
度
よ
り
5
件
も
増
え
た
こ
と
は
大

変
遺
憾
で
あ
っ
た
と
し
、
今
後
は
安
全

適
正
就
業
の
徹
底
を
図
り
、
事
故
防
止

に
努
め
て
い
き
た
い
。
会
員
拡
大
に
向

け
て
は
、
団
塊
世
代
の
皆
さ
ん
の
入
会

会
員
表
彰
者

を
期
待
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
程
の

成
果
が
上
が
ら
ず
、
さ
ら
に
会
員
拡
大

に
向
け
て
努
力
し
て
い
く
事
や
、
派
遣

事
業
へ
参
入
し
て
い
く
事
な
ど
の
決
意

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
会
員
表
彰
規
定
第
三
条
に

基
づ
き
41
名
の
会
員
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。
受
賞
者
を
代
表
し
て
原
田
敏
勝
さ

ん
よ
り
謝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
事
に
入
り

○
平
成
26
年
度
事
業
報
告

○
平
成
26
年
度
収
支
決
算

○
平
成
26
年
度
補
正
予
算

○
定
款
の
一
部
改
正

○
平
成
27
年
度
事
業
計
画

○
平
成
27
年
度
予
算

に
つ
い
て
、
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
閉
会
後
、
会
員
互
助
会
総
会
が

開
催
さ
れ
、
無
事
閉
会
さ
れ
ま
し
た
。

平　

波　

久　

雄
（
大
門
五
番
町
）

沼　

田　

伸　

康
（
野
村
）

石　

郷　

嘉　

明
（
高
出
）

下　

釜　

知　

明
（
北
熊
井
）

青　

木　

勝　

子
（
太
田
）

大　

槻　

紘　

一
（
野
村
）

松　

田　
　
　

平
（
堅
石
）

黒　

沢　

ア
ヤ
子
（
木
曽
平
沢
）

北　

原　

ち
よ
子
（
野
村
）

井　

口　

正　

弘
（
高
出
）

栁　

澤　

豊　

一
（
大
門
七
区
）

中　

島　

辰　

人
（
町
区
）

原　

田　

敏　

勝
（
北
熊
井
）

清　

水　

祐　

二
（
吉
田
）

田　

中　

節　

子
（
高
出
）

山　

岸　

秋　

夫
（
南
熊
井
）

横　

山　

美
さ
子
（
南
内
田
）

保　

手　

和　

人
（
小
井
戸
）

三　

村　
　
　

明
（
野
村
）

田　

中　

今
朝
人
（
吉
田
）

笠　

原　

稔　

美
（
牧
野
）

小　

松　

幸
一
郎
（
北
熊
井
）

北　

沢　

け
さ
み
（
牧
野
）

川　

窪　

芳　

子
（
桔
梗
ヶ
原
）

徳　

永　
　
　

保
（
西
洗
馬
）

矢　

島　

秀　

彦
（
吉
田
）

中　

村　
　
　

洋
（
南
内
田
）

原　
　
　

美
代
子
（
上
組
）

樋　

口　

行　

光
（
長
畝
）

水　

野　

香
代
子
（
野
村
）

染　

野　

勝　

美
（
高
出
）

上　

野　

智　

昭
（
床
尾
）

塩　

原　

和　

則
（
郷
原
）

鈴　

木　

正　

臣
（
西
洗
馬
）

赤　

尾　

正　

典
（
大
門
田
川
町
）

山　

下　

睦　

成
（
高
出
）

塩　

原　
　
　

健
（
日
出
塩
）

北　

沢　

長　

義
（
牧
野
）

小　

林　

繁　

夫
（
古
見
）

藤　

森　

克　

憲
（
高
出
）

柳　
　
　
　
　

博
（
高
出
）�（

敬
称
略
）

第
五
回
定
時
総
会
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4
月
21
日
に
第
一
回
、
6
月
18
日

に
第
二
回
の
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
27
年
度
の
重
点
目
標
や
安
全

パ
ト
ロ
ー
ル
の
予
定
、
事
故
後
の
取

り
扱
い
等
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
よ
り
事
故
件
数
を
減
ら
す
た

め
に
1
人
ひ
と
り
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

7
月
30
日
に
第
一
回
安
全
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。
委
員

と
役
職
員
が
2
班
に
分
か
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
3
カ
所
計
6
か
所
の
作
業
現
場

の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
ま
し
た
。
草
刈
、

草
取
り
、
清
掃
等
、
作
業
内
容
を
点

検
し
ま
し
た
。
結
果
は
良
好
で
し
た

が
、
ま
だ
ま
だ
炎
天
下
の
作
業
が
続

き
ま
す
が
、
体
調
管
理
を
し
て
、
安

全
第
一
で
作
業
を
進
め
て
頂
き
た
い

で
す
。

安
全
・
適
正
就
業

対
策
委
員
会

平
成
27
年 

第
一
回

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

事故多発事故多発
安全・適正就業対策委員会より

　今年度に入り8月までに傷害事故1件、賠償事故2件の計3件の事故が発生
してしまいました。賠償事故1件に支払われた保険金額が18万円と高額でした。
発注者と充分な打ち合わせをし、トラブルの無いようにくれぐれも注意をしてください。

〈基本的な作業手順を守る〉
事が第一ではないでしょうか。

☆残暑が続きます。睡眠を充分とり、水分補給に努め、
体調にはくれぐれも気を付けましょう。

本年度も残り6カ月です。事故0で頑張りましょう。
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平
成
27
年
度
よ
り
パ
ソ
コ
ン
教
室
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。
1
期
を
10
回
と
し
、

2
講
座
か
ら
始
ま
り
今
現
在
3
講
座
と

少
し
ず
つ
受
講
生
も
増
え
て
き
て
い
ま

す
。
シ
ル
バ
ー
世
代
の
受
講
者
が
多
い

の
で
、
ゆ
っ
く
り
と
わ
か
り
易
く
シ
ル

バ
ー
ら
し
い
教
室
で
す
。
次
回
の
募
集

は
9
月
に
（
10
月
～
）
第
3
期
を
募
集

し
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
是
非
、
申

し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
4
月
11
日
に
本
年
度
の
お
さ
ら
い
教

室
を
開
講
し
ま
し
た
。
毎
週
土
曜
日
、

年
42
回
実
施
し
ま
す
。
今
年
度
か
ら
広

丘
教
室
が
閉
講
と
な
り
、
塩
尻
教
室
の

み
と
な
り
ま
し
た
。

　
児
童
は
片
丘
、
吉
田
、
広
丘
、
桔
梗
、

西
、
東
の
各
小
学
校
か
ら
集
ま
っ
て
き

て
い
ま
す
。
指
導
会
員
は
5
名
で
、
学

習
の
向
上
は
も
と
よ
り
、
子
供
た
ち
の

健
全
育
成
に
少
し
で
も
お
役
に
た
て
れ

ば
と
思
い
就
業
し
て
い
ま
す
が
、
生
き

が
い
づ
く
り
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
6
月
8
日
に
小
坂
田
公
園
で
一
級
造

園
技
能
士
の
小
池
守
先
生
を
講
師
と

し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
員
25
名
が

参
加
し
安
全
講
話
、
実
技
指
導
を
し
て

頂
き
ま
し
た
。
剪
定
班
は
技
術
の
向
上

を
、
一
般
会
員
は
自
宅
の
庭
の
手
入
れ

の
仕
方
を
学
び
ま
し
た
。

　
高
所
の
作
業
に
な
り
ま
す
の
で
、
指

導
し
て
頂
い
た
安
全
装
備
の
点
検
を
確

実
に
実
行
し
て
く
だ
さ
い
。

　

5
月
22
日
に
「
ふ
る
さ
と
館
か
た

せ
」
に
て
長
野
県
農
業
大
学
の
加
科
教

授
を
講
師
と
し
、
「
草
刈
り
作
業
を
安

全
に
」
を
テ
ー
マ
に
座
学
を
受
講
し
、

か
た
せ
公
園
に
て
、
草
刈
り
機
の
実
技

を
受
講
し
ま
し
た
。

　
草
刈
り
作
業
に
携
わ
る
会
員
を
対
象

と
し
た
講
習
会
で
す
。
事
故
の
多
い
作

業
で
す
の
で
、
講
習
内
容
を
も
う
一
度

確
認
し
て
安
全
に
作
業
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

剪
定
技
能
講
習
会

草
刈
り
安
全
講
習
会

パ
ソ
コ
ン
教
室
開
講

お
さ
ら
い
教
室
開
講
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吉
田
地
区
は
「
シ
ル
バ
ー
の
日
」

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
6
月
28
日

に
開
催
さ
れ
た
第
15
回
塩
尻
エ
コ

ウ
ォ
ー
ク
「
ク
リ
ー
ン
塩
尻
大
作
戦
」

の
企
業
参
加
の
一
員
と
し
て
、
会
員

50
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
市
全
体
で

は
1
4
0
0
名
の
老
若
男
女
が
参
加

し
、
道
路
の
側
溝
や
住
宅
地
域
、
町

中
を
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
歩
き

な
が
ら
た
く
さ
ん
の
ゴ
ミ
を
拾
い
ま

し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
終
了
後
は
懇

親
会
を
行
い
ま
し
た
。

8
月
19
日
に
県
シ
連
よ
り
2
名
、

セ
ン
タ
ー
よ
り
5
名
の
役
職
員
に
て
、

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
草
刈
り
作
業
と

剪
定
作
業
現
場
の
２
ヶ
所
を
パ
ト

ロ
ー
ル
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
指
摘

事
項
が
あ
り
、
今
後
の
安
全
作
業
に

繋
げ
て
い
く
よ
う
に
し
た
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

安
全
標
語

 

平
成
27
年
度
安
全
確
保
・
事
故
減

少
を
図
る
た
め
、「
安
全
・
適
正
就
業

標
語
」
を
（
公
社
）
長
野
県
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
で
募
集
し
ま

し
た
。
当
セ
ン
タ
ー
の
会
員
18
名
の

皆
さ
ん
か
ら
34
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

○
身
支
度
が 

安
全
支
え
る 

第
一
歩

（
顎
紐
・
靴
紐
・
袖
口
良
い
か
）

○
ゆ
る
め
る
な 

心
の
油
断 

自
宅
ま
で

○
安
全
は
基
本
動
作
の
積
み
重
ね

○
昨
日
と
は 

違
う
周
囲
に
心
し
て

安
全
確
認
も
う
一
度

○
急
ぐ
と
も 

心
に
ゆ
と
り 

一
呼
吸

○
い
の
一
番 

準
備
・
段
取
り

念
入
り
に

○
集
中
と 

ゆ
と
り
巧
み
に 

事
故
防
止

○
危
険
予
知　
習
慣
付
け
て

事
故
知
ら
ず

○「
こ
れ
で
よ
し
」
見
直
す
ゆ
と
り

防
ぐ
事
故

○
安
全
は 

あ
せ
ら
ず
あ
わ
て
ず

ゆ
と
り
を
持
っ
て

○
ゆ
と
り
あ
る
作
業
こ
そ
が

安
全
の
道

○
目
で
確
認 

そ
の
手
で
築
こ
う

安
全
を

○
さ
あ
仕
事 

無
事
故
を
誓
う今

で
し
ょ
う

○
安
全
は 

心
ひ
と
つ
で
決
ま
る
も
の

○
安
全
は 

指
で
チ
ェ
ッ
ク 

一
、二
、三

○
危
険
を
排
除
し
て
か
ら

作
業
に
集
中

○
安
全
を
最
優
先
に
こ
れ
か
ら
も

○
ム
リ
し
な
い 
ム
ダ
・ム
ラ
な
く
し
て 

安
全
作
業

○
手
抜
き 

い
ら
い
ら 

の
ぼ
せ事

故
の
も
と

○
感
じ
悪
い
よ
ね 

事
故
お
こ
す
と

○
危
険
予
知 

手
元
・
足
元 

再
確
認

○
こ
れ
ま
で
と
は 

考
え
直
そ
うこれ

か
ら
は

○
ち
ょ
っ
と
待
て 

作
業
す
る
前

安
全
確
認
を
！

○
も
う
一
度 

こ
れ
で
良
い
か
と

問
い
た
だ
せ
！

○
事
故
防
止 

あ
わ
て
ずあ

せ
ら
ず 

確
実
に

○
指
さ
し
て 

な
れ
た
作
業
も

基
本
か
ら

○
初
心
忘
れ
ず 

日
頃
の
体
調
管
理
と

就
業
事
前
確
認

○
マ
ン
ネ
リ
は

安
全
確
認
と
体
調
管
理
忘
れ
ず
に

○
良
い
仕
事 

お
客
様
は
見
て
い
る来

年
も

○
作
業
前 

危
険
個
所
を 

話
し
合
う

○
自
分
を
守
る
最
後
の
砦

い
つ
も
着
用
安
全
用
具

○「
お
や
」い
つ
も
と
違
う
小
さ
な
芽 

早
く
摘
み
取
り
安
全
職
場

○
慣
れ
た
作
業

自
信
と
過
信
は
紙
一
重

○
誰
か
や
る 

そ
ん
な
気
持
ち
で誰

が
や
る



新
し
い
仲
間
で
す

平
成
27
年
３
月
20
日
〜

平
成
27
年
６
月
26
日
ま
で
に
入
会
さ
れ
た
皆
さ
ん

退
会
さ
れ
た
方

お
疲
れ
様
で
し
た

お
悔
み心

か
ら
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
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栗
　
林
　
幸
　
雄	

（
大
門
1
班
）

青
　
木
　
征
　
子	

（
大
門
1
班
）

塩
　
野
　
春
　
子	
（
大
門
2
班
）

田
　
中
　
　
　
実	
（
大
門
2
班
）

田
　
口
　
晴
　
彦	

（
大
門
3
班
）

猿
　
谷
　
紀
代
子	

（
塩
尻
東
1
班
）

百
　
瀬
　
爲
　
康	

（
片
丘
班
）

中
　
嶋
　
芳
　
久	

（
片
丘
班
）

今
　
溝
　
輝
　
男	

（
広
丘
1
班
）

神
　
戸
　
喜
枝
子	

（
広
丘
1
班
）

広
　
田
　
昌
　
平	

（
広
丘
3
班
）

寺
　
島
　
美
枝
子	

（
広
丘
4
班
）

太
　
田
　
尚
　
吾	

（
広
丘
4
班
）

村
　
上
　
利
　
明	

（
高
出
1
班
）

成
　
田
　
次
　
雄	

（
高
出
2
班
）

大
　
和
　
幸
　
光	

（
高
出
2
班
）

上
　
條
　
啓
　
子	

（
吉
田
2
班
）

横
　
山
　
鉄
　
雄	

（
吉
田
2
班
）

三
　
村
　
史
　
朗	

（
吉
田
2
班
）

本
　
田
　
久
美
子	

（
吉
田
2
班
）

南
　
山
　
　
　
満	

（
洗
馬
班
）

古
　
畑
　
節
　
子	

（
宗
賀
1
班
）

神
　
戸
　
利
　
明	

（
北
小
野
班
）

宮
　
原
　
和
　
之	

（
楢
川
班
）

山
　
辺
　
茂
　
子	

（
朝
日
班
）

上
　
條
　
貞
　
雄	

（
朝
日
班
）

武
　
居
　
光
　
子	

（
大
門
1
班
）

青
　
柳
　
歌
　
子	

（
大
門
2
班
）

松
　
田
　
早
　
苗	

（
大
門
3
班
）

百
　
瀬
　
広
　
美	

（
塩
尻
東
1
班
）

小
　
松
　
知
　
子	

（
塩
尻
東
2
班
）

小
　
松
　
和
　
男	

（
塩
尻
東
2
班
）

田
　
中
　
清
　
彦	

（
広
丘
1
班
）

小
　
口
　
勝
　
義	

（
広
丘
2
班
）

河
　
野
　
時
　
子	

（
広
丘
3
班
）

清
　
水
　
璋
　
宜	

（
広
丘
3
班
）

奈
良
木
　
和
　
子	

（
広
丘
3
班
）

野
　
村
　
忠
　
治	

（
広
丘
3
班
）

岩
　
下
　
保
津
美	

（
高
出
2
班
）

田
　
中
　
恵
　
子	
（
高
出
2
班
）

米
　
窪
　
淳
　
子	
（
高
出
2
班
）

西
　
澤
　
重
　
三	

（
吉
田
2
班
）

矢
　
島
　
み
ち
子	

（
吉
田
2
班
）

矢
ケ
崎
　
さ
え
子	

（
吉
田
2
班
）

矢
ケ
崎
　
　
　
勝	

（
吉
田
2
班
）

塩
　
原
　
頼
　
子	

（
洗
馬
班
）

青
　
山
　
　
　
清	

（
宗
賀
1
班
）

井
　
口
　
秀
　
子	

（
宗
賀
1
班
）

阿
　
部
　
　
　
敏	

（
宗
賀
2
班
）

笠
　
原
　
芳
　
範	

（
宗
賀
2
班
）

加
　
藤
　
紀
　
朝	

（
楢
川
班
）

小
　
林
　
　
　
巌	

（
楢
川
班
）

高
　
橋
　
芳
　
人	

（
朝
日
班
）

奥
原
　
初
義
　
様	

（
広
丘
3
班
）

　

　

こ
の
夏
の
猛
暑
で
多
く
の
方
が
熱
中
症

に
な
り
、
病
院
の
お
世
話
に
な
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　

ま
た
、
集
中
豪
雨
で
被
害
を
被
っ
た
地

域
も
数
多
い
。

　

自
然
の
事
象
と
は
い
え
大
変
な
夏
で
あ
る
。

　

猛
暑
の
中
、
会
員
の
皆
様
の
就
業
に
対

す
る
熱
意
に
は
頭
が
下
が
る
。

　

事
業
実
績
も
現
在
は
前
年
度
比
、
3
％

増
で
あ
っ
た
。
し
か
し
残
念
な
こ
と
に
就

業
中
の
事
故
も
ま
た
減
少
し
て
は
い
な
い
。

　

今
一
度
原
点
に
立
ち
返
り
、
ま
ず
安
全

第
一
で
あ
る
。
残
暑
も
ま
だ
ま
だ
厳
し
い

よ
う
だ
。
会
員
の
皆
様
に
は
今
ま
で
以
上

に
ご
自
愛
い
た
だ
き
な
が
ら
夏
を
過
ご
さ

れ
る
よ
う
願
い
ま
す
。

�

編
集
委
員　
　

北
川　
　

宏

　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
水　

倫
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
川　

敏
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　

土
佐　

忠
俊

　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
野
有
為
子

　

8
月
5
日
、
大
門
保
育
園
の
年
長
児
22

名
と
シ
ル
バ
ー
農
園
に
て
栽
培
し
た
じ
ゃ

が
い
も
を
収
穫
し
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
は
自
分
で
収
穫
し
た
芋
を
そ

れ
ぞ
れ
持
ち
帰
り
有
志
の
会
員
と
楽
し
く

交
流
を
し
ま
し
た
。
収
穫
し
た
じ
ゃ
が
い

も
で
給
食
を
作
っ
て
も
ら
い
、
一
緒
に
頂

き
ま
し
た
。

編
集
後
記

園
児
と
じ
ゃ
が
い
も

掘
り
交
流


